
巻頭言

平成20年 度看護研究交流センター年報発行にあたって

平成21年 度 は新潟県立看護 大学 に とっても看護研 究交流セ ンターに とって も,1つ の区切

りの年度 とな りま した.大 学 では渡邉 隆先生 を新 学長 に迎 え,ま た看護 研究交流セ ンター

に とっては,長 年セ ンター長 として ご活躍 され た吉 山直樹先 生が退職 され ま した.こ の よ う

な事情 もあ り,セ ンター長 として私が指名 され務 め ることとな りま した.私 は一般 の看護研

究 交流 セ ンター研 究員で はあ りま したが,セ ンターの運営 には全 く関わ ったこ ともな く先行

きが不安 で した.し か し,各 部会長 ・部会構成員 も留任 とい うこ とで,こ れ までの企画 ・方

針 を引き継 いで業務 を行 っているため,助 け られ て務 めている次第 です.

平成20年 度 の公 開講座 については生涯 学習 ・研修支援部会 の報告 で詳細 に記載 され ると思

います が,一 般 公開講座 の特別講演 として東京 女子 医科 大学の佐藤 紀子氏 に 「看護師 の臨床

の 『知』 と,看 護 師が経験 を積む ことの意 味」,ま た東京 医療保健大学 の大久保憲氏 に 「感染

制御 に関す る新 しい動 き」 をご講演頂 きま した.看 護職 を対象 とした専門公 開講座 では中京

大学法科 大学院の稲 葉一人氏か ら医療安全セ ミナー,本 学の橋 本明浩氏,永 吉雅人氏 か ら看

護情報処理セ ミナー を2回,ま た 「どこで もカ レッジプ ロジ ェク ト」 とタイア ップ した専門

講座 として聖路加看護大学の梶 井文子氏,九 州歯科 大学の柿木保 明氏,本 学の原等子氏 よ りそれ

ぞれ ご講演頂 きま した.

一方
,平 成20年 度 の地域課題研 究 としては堀 良子教授 ほかの 「長期 臥床在宅 高齢者 と健 常

者 の皮膚表面 の健康度比較 清潔行為 ・スキ ンケア との関連 に よる比較 」,直成洋子講 師ほ

かの 「外来通 院 している2型 糖尿病 患者 の継続看護 支援 に関す る研 究 地域 で生活 してい る

糖尿病患者 が抱 く思 いか ら 」,水 澤久恵助教 ほかの 「看護 師 を対象 とした倫理教育 プ ログラ

ムの開発 と評価 に関す る研 究 上越地域看護 師の倫理 的問題解 決能力の 向上 を 目指 して 」,

藤川 あや助 教ほかの 「新 潟 県内の訪 問看護 ステーシ ョンにお ける在宅療養 支援診療所 との連

携 に関す る研究」,柿 川房 子教授 ほかの 「がん看護CNS教 育 と臨地 実務普及 に向けての実践

研究 社会人修 士課程及び課程修 了後 のフォ ロー ア ップ 」 の5つ の研 究が行 われ ま した.

この年報 は これ らの地域課題 報告 を主体 とした看護研 究交流セ ンター の平成20年 度 の総括

です ので ご覧 くだ さい.

今後 も新潟 県立看護 大学看護 研究交流セ ンター は大 学人や看護職 は もちろん,県 民 に開か

れ た教 育 ・研修 ・研 究機 関 としてそ の役割 を果 た して ゆきたい と考 えてお ります ので,こ れ

まで と変 わ らない ご支援 をお願 い申 し上 げます.
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